建設コンサルタント業務等の
「最低制限価格設定率」の改定について
建設コンサルタント業務等の入札に導入している最低制限価格の基準を見直し、以下のとおり改定を行います。
１　改定の内容

最低制限価格の設定率の範囲を次のとおり引き上げます。
【現  行】　地質調査　　　　　　　　　設計金額　の　７９～８３％
　地質調査以外　　　　　　設計金額　の　７６～８０％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　
【改定後】　地質調査　　　　　　　　  設計金額　の　７９～８３％
土木ｺﾝｻﾙ・補償ｺﾝｻﾙ　　 設計金額　の　７８～８２％
測量・建築ｺﾝｻﾙ　　　　　 設計金額　の　７６～８０％
　　　
※土木コンサル、補償コンサルについては、
設定率の下限を２％、上限を２％それぞれ引き上げます。
　　　※地質調査、測量、建築コンサルについては、変更はありません。
２　改定の適用時期
　　令和７年４月１日以降に公告を行う入札案件から適用します。
３　その他

　・最低制限価格の設定率は、入札公告に明記します。
　・最低制限価格を下回る価格で入札した者は失格とします。

